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The current situation the athletic competition of youth sports schools in Qinghai province
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Abstract
  This study in order to grasp the development status of Chinese competitive youth 
sports athletes. From the truth of the matter to clarify competition of youth sports school 
in Qinghai is that provide a little help to make better for youth sports culture system.
  The present situation of the athletic competitive of youth sports schools in China is that 
those students who have talent to the form of early concentration training.
  Which of the athletic competition of youth sports schools in Qinghai province is that be-
ginning.
  About the training of Chinese athletes, it is a system of collecting excellent students of 
sports talent and cultivating them from the early stage. In Qinghai Province Youth Sports 
School, which is one of them, 12 competition events are intensively implemented for “ju-
nior high school students” and “high school students” by making the system of “education, 
practice, life” unified. 
  The following is a subject for the future.
1. The equipment of the school is basically perfect, but there are no health care facilities 
and other medical facilities. In the future, we need to improve students' health check-up 
and facilities for sports injuries.
2. The curriculum of culture and education, moral education and aesthetic education 
courses have not been opened, the training of the physical and mental harmony of the 
athletes is an urgent task. In addition, we should refer to the manners of the Japanese 
martial arts.
3. The athletes take part in the cost of competition, and it is hoped that the school can 
make a corresponding subsidy policy system in terms of the cost of participating in the 
national competition.
4. Recruitment and selection of students
  The coach said that the enrollment problem is very severe now. The school should set 
up the admissions office and hold many sports events, and we must start from the lower 
age athletes. 
  Key words: Chinese, youth sports schools, youth sports culture system
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Ⅰ．はじめに
中国におけるスポーツ競技の育成システ
ムは、1970 年代半ばまでに経済政策の失
敗や文化大革命によって世界に遅れをとっ
ていた。しかし、それらのスポーツ政策は、
1978 年の鄭小平の主導によって「改革開
放」政策が採用され、経済政策の方針に資
本主義体制を大副に取り入れたものに転換
した。その後、中国におけるスポーツも順
調に発展していった。オリンピック大会等
の参加は文化大革命のために一時中断して
きたが、1984 年のロサンゼルスオリンピッ
ク及びニューヨーク・アイスベリーパラリ
ンピックから参加するなど、国際的なス
ポーツ競技大会へ復帰していった。
その転換のひとつに国家を挙げて組織を
整え一貫した指導体制で臨むことが特筆さ
れる。指導体制は、才能がある子どもを選
抜し、集中してトレーニングをさせること
を基礎としたピラミッドのようなスポーツ
トレーニングシステムである。しかも、国
家が全面的に衣食住などのサポートするの
が大きな特徴であった。
その指導方針から、中学生、高校生の年
代から選抜された体力や技術の優れた生徒
を育成・強化させることを目的に青少年を
対象とした体育学校が国内に設立された。
中でも青海省の青少年体育学校は 1958 年
に開設され、2000 年代の陸上競技や自転
車競技において活躍等が認められ、2013
年 4 月には国家体育総局に「国家レベルの
高い人材基地」と認定されている。これは
スポーツ大国をスポーツ強国へ転換してい
くために、国家体育総局の重点支援の学校
の一つにし、スポーツの人材育成をさらに
推進していくためであった。
Ⅱ．研究目的
本研究は、中国における青少年のスポー
ツ選手育成を把握するため、青海省青少年
体育学校の実態から課題を明らかにし、青
少年の選手育成システム向上の一助になる
ことを目的とした。
Ⅲ．研究方法
１．文献調査
中国の体育・スポーツの現状や選手育成
とその管理体制に関する（梁晓龙）『当代
中国体育的若干基本理論問題』、（叶加宝、
苏连勇）、『体育概論』、（梁晓龙、鲍明晓、
张林）、『競技体育举国体制的基本内容体
系』、（国家体育総局）『中国・体育項目教
学訓練最優技術方案と運動能力測量評価標
準大全』の内容の分析を通して、中国のス
ポーツにおける選手育成システムの現状に
ついて分析した。
２．インタビュー調査
中国・青海省青少年体育学校の管理者と
コーチに教育の現状と指導内容についての
インタビュー調査を実施し、青少年時にお
ける選手育成の実態を分析した。
Ⅳ．結果・考察
１．中国におけるスポーツ選手育成システム
1）スポーツ競技の組織体制と育成
中国のスポーツ競技は、国を挙げてのス
ポーツの育成・強化を実行する「挙国体制」
といわれている。1952 年にスポーツ管轄
機関として旧ソ連のスポーツ組織をモデル
に、競技スポーツ体制の整備に着手した。
つまり、中国政府の関連組織が選手の強化
育成について直接指導を行うことになり、
オリンピックでの優勝を最大目標に掲げ、
選手の精神面や物資面での支援を全国の関
連機関が総動員して当たることになった。
その指導方針として「思想一盘棋、组织
一条龙、训练一贯制」といわれ「思想を一
致し、組織を統一し、訓練を一貫する」と
いう。つまり、オリンピックや国際大会に
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おいて優れた成績を収めるために、上述の
選手育成を行うことである。図 1 は、陸小
聰作成のスポーツの挙国体制の構造モデル
で示された三級制度のシステム図である。
その競技者の育成システムを次の 3 つ（初
級トレーニング形式が青少年体育学校な
ど、中級トレーニング形式は省・市の専門
チーム、高級トレーニング形式はナショナ
ルチーム）のレベルからなり「三級制度」
と呼ばれている。
2）青少年体育学校
中国ではスポーツ政策の管轄がスポーツ
全般を主管する国家体育総局と学校体育を
主管する国家教育部とに分けられている。
国家教育部の体育・衛生・芸術教育局は、
学生が国際的なスポーツ競技、芸術教育な
どで交流活動に参加することを指導し支援
する役割を担っている。
一方、国家体育総局におけるスポーツ競
技の育成として青少年体育学校等教育と競
技育成の両方が行われている。図 2 は、国
家教育部が主管としている教育と国家体育
総局が担当する青少年からのスポーツ競技
における育成していく体制を図にまとめた
ものである
２. 青海省青少年体育学校
1）青海省におけるスポーツ競技
1958 年 6 月に青海省体育局は 23 のス
ポーツ競技種目を設定し、16 の専門チー
ムが開設された。同年には約 100 名の選手
育成の施設として「青海省青少年体育学校」
が設立し「选好优秀苗子，抓好基础训练」
を理念とした。表 1 は、青海省青少年体育
学校から省の専門チームへの輩出計画表で
ある。
2）青海省青少年体育学校の実態
（1）青海省青少年体育学校の現状
青海省青少年体育学校の実態を捉えるた
め、まず学校の管理者 3 名による学校の方
針等についての実地調査（インタビュー）
を実施した。
調査期間：平成 29 年 7 月、8月
対　　象：校長、副校長（文化、体育）
【質問内容】
①青海省青少年体育学校の理念と方針
②青海省青少年体育学校現状と組織
③教育課程と授業時間
④文化教育の教員と競技種目のコーチ
⑤競技成績と卒業生の進路状況
⑥学校への改善等について
図1　スポーツの挙国体制の構造モデル　　　（陸　作成）
図 2　中国の教育制度とスポーツ育成体制
表 1　青海省青少年体育学校から省の専門チームへの輩出
計画表
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①青海省青少年体育学校の理念と方針
青海省青少年体育学校は「プライド、自
信、理性、平和」という学校の方針を提唱
して、「选好苗子、着眼未来、打好基础、
积极提高和学训并重」を指導思想としてい
る。レベルの高い選手を国家や青海省のス
ポーツチームへの輩出すること、青海師範
大学や青海省民族大学体育学院の本科及び
全国各体育大学へ進学させることである。
②青海省青少年体育学校の現状と組織
青海省青少年体育学校は 1958 年 8 月に
創立した。施設は「青海多巴国家高原体育
訓練基地」内に設置されており、国内で一
流の練習や学習・生活環境が整っていると
ころでもある。
学校の運営については、青海省体育局と
省教育庁が管轄であり、「練習・教育・生活」
を集中的に行う「三集中」といわれている。
生徒は学生寮で集団生活をし、勉強と練習
を主として指導されている。中学校から入
学をした場合は 6 年間、中等専門学校から
入学をした場合は 3 年間学ぶことになる。
特に、中等専門学校には省内のスポーツの
才能がある中学生が入学している。
学校の敷地内に、校舎、学生寮、食堂、
浴室、バスケットボールコート、総合訓練
館、サッカー場、陸上競技場などの施設が
ある。また、校舎には各教室のほかコン
ピューター室、理科解剖室、生理解剖室、
図書室などがある。開設後 50 年を経て、
学校教育、練習施設、生活環境などが完備
されている。しかし、保健室などの医療施
設が備えられていない。生徒の健康診断も
病院で受診している。
また、授業料が免除されており、寮費等
も年間 1,100 元（約 18,700 円）、食事も学
校側からの補助があり 1 日 10 元（約 170
円）である。また、中等専門学校の生徒に
は国家奨学金として１年間に 2,000 元（約
34,400 円）が支給されている。表 2 は、中
等専門学校と中学校に掛かる費用を作成し
たものである。（1元を 17 円で換算）
授業として文化教育を学びその後、競技
種目ごとの練習となる。優秀な生徒は国家
チームや省チーム、さらに体育学院へ進む
ことが可能となる。現在の開設種目は射撃、
アーチェリー、陸上競技、サッカー、柔道、
散打、テコンドー、ボクシング、バスケッ
トボール、レスリング、テニス、ロックク
ライミングの 12 競技である。既存の教職
員数 60 名である。管理職 3 名、文化教育
教員 24 名とコーチが 24 名、事務員 9 名で
ある。現在の生徒数は、中学校 153 名、中
等専門学校 192 名で合計 345 名の生徒数で
ある。学校は、教育と練習の向上を堅持す
るとともに、教員側の指導力向上にも努め
ている。
③教育課程と授業時間
中学校は、国家の 9 年間の義務教育の要
求によって課程を設置されている。その開
設されている授業は、国語、数学、英語、
歴史、政治、音楽、化学、コンピューター
である。中等専門学校の課程は「体育学校
教育指導要綱」と国家教育部「中等職業学
校訓練専門教育指導案」のカリキュラムが
設定されており、文化基礎課程と専門科目
の 2 部分を学ぶことになる。中等専門学校
に開設された授業は、国語、数学、英語、
化学、経済と政治、法律の基礎、社会体育、
コンピューターである。生徒の文化教育の
授業時間は午前中に行われ、午後からは練
習となり週休 2日制である。
④文化教育の教員と競技種目のコーチ
表 2　中等専門学校と中学校に掛かる費用
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青海省青少年体育学校には文化教育の教
員が 24 名、教員全部が大学卒業の学士で
ある。12 種目の競技のコーチは 24 名（男
19 名・女 5 名）であり、女性のコーチが
少ない。学歴については、通信本科卒（通
信制大学）が 19 名、中専卒（中等専門学校）
が 3 名、本科卒（大学）1 名、短大卒が 1
名であった。コーチのほとんどが国・省の
チームの出身者であり、その後、体育大学
の通信教育を通じて獲得したものであり、
実際にどのような形でコーチ学やトレーニ
ング方法等を学んでいたかはわからない。
青少年体育学校のコーチになるために
は、教員という立場ではないため国・省の
専門チームで選手として活躍し、全国大会
（成人）のベスト 8 以上の成績を収めた者、
北京体育大学や西安体育大学等の体育大学
の卒業した者などが該当している。これら
の課題を解決するためには、コーチの条件
として大学等での研修することを盛り込む
事が必要である。
⑤競技成績と卒業生の進路状況
競技成績（卒業生を含む）は、これまで
に各全国大会において、金メダル 127 個、
銀メダル 232 個、銅メダル 326 個を受賞し
ている。また、卒業生の中に 2008 年北京
オリンピック大会のマラソンに出場、さら
に、2012 年ロンドンオリンピック大会の
女子競歩競技で銀メダルを獲得した。これ
は青海省青少年体育学校として初めてであ
り、中国チベット族からも初めてであった。
表 3 は、これまでの青海省青少年体育学校
卒業生の競技成績（2000 年～現在）である。
現在の青少年体育学校の卒業生の進路先
は、主に以下のようなルートがある。まず、
一線で活躍できる選手は国・省の専門チー
ムへ、次に全国統一大学入試を通じて大学
を目指す。第三は、就職や軍隊などである
が、就職につけないがない生徒もいる。つ
まり、毎年一部の卒業生は進路先の問題に
直面している。管理部門の先生によれば、
一部の生徒はスポーツとは関係のない工事
現場や警備員等に就職するという報告も
あった。
表 4 は、過去 4 年間の卒業生の就職及び
進学状況についてである。国・省の専門チー
ムや大学への希望する生徒は多いが、進学
へ 60％以上であり国・省の専門チームへ
の道は厳しいようである。この専門チーム
へ進んでも給料はなく、大会成績の結果に
よる報奨金だけである。
⑥学校への改善等について
現在、教育や練習等の設備は 2 年前に全
面的に配備され、文化教員の教員も以前よ
りも増加したが、より競技力アップのため
にコーチや教員の指導力の向上が求められ
ている。教育については、道徳教育や美育
（美による教育）が行っていないため授業
科目に盛り込めていきたい。また、授業と
表3　青海省青少年体育学校卒業生の競技成績（2000年～）
表4は過去4年間の卒業者の就職及び進学状況
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してスポーツ競技や民族スポーツに関する
科目も必要であると考えている。さらに、
生徒の怪我や病気のときは学校外の病院で
治療しているため、学校内の医療に関する
施設が必要である。
（2） 青海省青少年体育学校コーチお及び指
導の現状
次に、青海省青少年体育学校のコーチ
21 名にインタビュー調査を実施した。
調査期間：平成 29 年 7 月、8月
対　　象： 12競技：ボクシング（男1名）、
射撃（男 1名）、アーチェリー
（男 1名）、陸上競技（男 4名、
女 3名）、サッカー（男 2名）、
柔道（男 1名）、散打（男 1名）、
テコンドー（男 1 名）、バス
ケットボール（男 1 名）、テ
ニス（男 1名）、レスリング（男
2 名、女 1 名）、ロッククラ
イミング（男 1名）の 21 名
【質問内容】
①コーチの出身（前職など）
②指導経験
③ コーチ（職業）としての満足度、仕事
と指導の重点箇所
④練習計画
⑤練習時間と回数
⑥１日の日程
⑦生徒の入学の選抜方法
⑧生徒の募集活動（スカウト活動）
⑨大会参加及び成績状況
⑩種目別の卒業生の進路
⑪文化教育の重要性について
⑫選手育成にあたっての問題点
①コーチの出身（前職など）
青海省青少年体育学校の 12 競技のコー
チは 24 名（男 19 名・女 5 名）が在籍して
いる。表 5 は、コーチ全員（24 名）の出
身についてである。「選手」が 20 名（83％）
と高く、次いで「本校卒業生」3名（12.5％）、
「体育学院卒業」が 1名（4.5％）であった。
コーチの多数が専門チームの出身者であ
り、経験に基づく指導が中心と捉えられる。
②指導経験
表 6 は、コーチ全員（24 名）の指導年
数についてである。「5～9年」が10名（42％）
と高く、次いで「5年以下」8名（33％）、「15
年以上」4 名（13％）、「10 ～ 14 年」2 名
（8％）であった。体育学校のコーチの年齢
層からも比較的に若い指導者が多く、経験
年数が浅い方と受け取れる。青少年の初級
段階では選手のメンタル面や体力面が未熟
であり、この過程ではコーチの指導能力が
問われているため、今後はさらなる研修等
への参加を考慮しなければならないと考え
る。
コーチのほとんどが専門チームの出身者
であることから、今後はスポーツ指道者資
格制度等の必要性が挙げられる。これは指
導者の育成につながるものである。
③ コーチとしての満足度、仕事と指導内容
の重要性について
表 7 は、コーチを本職とする満足度の結
果である。「満足」が 15 名（62.5％）と高く、
次いで「非常に満足」6 名（25％）、「まあ
まあ満足」3 名（12.5％）であった。全般
的にコーチの仕事に満足をしていると伺え
る。
④練習計画
表 8 は、各種目の練習計画についてであ
表5　コーチの出身
表6　コーチの指導年数
表7　コーチとしての満足度
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る。年度計画とは１年間の計画、段階計画
とは試合時期を考慮して行うことである。
各種目に年・週・１日の計画を立てて行わ
れている。夏休みについては大会の行われ
る種目のみの練習が実施されている。また、
その練習計画通りに実行されているかにつ
いては、ほとんどが基本的に実行されてい
ると回答している。
⑤練習時間と回数
表 9 は、各種目の 1 週間の練習回数と 1
日の練習時間についてである。大半が週 6
日から 7 日、１日（回）3 時間から 4 時間
である。これは 2009 年に国家体育総局が
発布した『青少年体育選手のトレーニング
シラバス』に定められ青少年体育学校の標
準年間練習回数が 240 回以上（2 年生以上
生徒は少なくとも 280 回以上・1220 時間
以上）必要とされており、ほぼ計画通りに
実行しているが、ロッククライミングの練
習時間がそれに達していない。練習時間に
ついては、朝１時間、昼 2 時間 30 分の合
計 3 時間 30 分の練習時間がほとんどであ
るが、陸上競技とバスケットボールは朝の
練習が１時間 30 分から 2 時間を実施して
いる。
表 10 は、陸上競技のトレーニングシラ
バスを表に示したものである。他の種目に
もシラバスがあり、国家の指導が行われて
いる。
⑥１日の日程
表 11 は、青海省青少年体育学校の生徒
とコーチの１日の基本的なスケジュールで
あり、午前中の文化教育の授業時間帯を除
く以外、コーチは生徒の練習指導や生活の
管理を担当している。たとえば、生徒は文
化教育の授業に出席しているのか、授業態
度などはどうか、食事は取れているか、睡
眠は取れているか、寮の部屋等は整理整頓
されているかなどについての指導も行って
いる。朝の練習については、基本的に 6 時
からのところが多いが、陸上競技は 5 時か
ら実施、バスケットボールについても５
時 30 分から行っている。また、寮生活の
指導については、毎日 10 ～ 12 名のコーチ
が舎監として働き、コーチ全員が当番制で
振り分けられている。このことから、コー
チの役割は練習の指導と生活指導が主であ
表8　練習計画と実施状況
表9　練習回数・時間
表10　陸上競技（各練習段階の負荷と基本要求）
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り、その管理責任が多いと感じられる。
この点、生徒とのコミュニケーションを
取るには、生活を共にするもの必要である
が、あまり管理しすぎて「ギクシャク」し
てくることもあり、寮専門の管理者が指導
する方法も考えられる。
⑦生徒の入学の選抜方法
表 12 は、中等専門学校の入学選抜方法
である。体育の一般運動能力試験として 5
種目と学力試験（国語、数学、英語、政治）
が行われる。また、コーチがスカウトの時
点で、素質や体力などの評価と家族との面
談を行っている。
⑧生徒の募集活動（スカウト活動）
コーチの仕事の内容のうち、学生募集（ス
カウト活動）が大切とされている。学校側
から種目ごとに、中学校・中等専門校の合
計数（何名）を収容との要求がなされる。
したがって、中等専門学校を卒業した生徒
数を翌年補充が課せられている。
しかし、コーチからは生徒募集が厳しい
と訴えている。生徒達の家族は将来の就職
のためによい学校へと進学させるため、体
育学校へはあまり興味を示さないという。
また、最近の生徒達はスポーツに触れる機
会が少なく、運動がうまくできない生徒が
多いという。この点、青少年体育学校主催
のスポーツイベントの開催や年齢の低い児
童からの指導も考えなければいけないであ
ろう。
⑨大会参加及び成績状況
各種大会に参加しているのは 6 種目（散
打、柔道、レスリング、テコンドー、陸上、
テニス）である。参加していない種目の中
には、技術のレベルが低く参加ができない
ところや大会そのものが開催していない種
目もあり、大会に出場する機会が少ないの
が現状である。さらに、青海省の専門チー
ムでも 1 年間に試合が少なく、この問題は
深刻であり学校の発展にも影響している。
⑩種目別の卒業生の進路
表 13 は、青海省青少年体育学校の 2017
年中等専門学校卒業生の種目ごとの進路状
況である。やはり、専門チームへの輩出は
少なくコーチ達の悩みでもある。今後は、
専門チームへの輩出に力を注ぐことはもち
ろんのことスポーツ関係以外での就職先の
開拓も必要である。これは生徒募集にも関
わってくることである。
⑪文化教育の重要性について
表 14 は、中等専門学校１年生 45 名の生
徒とコーチ 21 名に文化教育についてどの
ように捉えているとの問いの結果である。
生徒は「大切である」が 23 名（51％）と
表11　青海省青少年体育学校の日課表
表12　生徒募集のテスト項目（競技・体育・文化）
表13　中等専門学校3年生各種目の進学状況（2017年）
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高く、次いで「少し大切」が 15 名（33％）、
「大切と思っていない」5 名（5％）、「全く
思っていない」2（4％）であった。一部の
生徒は「私たちはもともと体育の生徒であ
り、文化教育の授業はあまり重要とは思っ
ていなく、スポーツだけを取り組んでいる」
と述べていた。コーチすべてが練習や就職
に役立つと捉えているが、一部のコーチで
は練習を優先し、学習を消極的態度で受け
取っていることも事実である。
⑫選手育成にあたっての問題点
表 15 は、各種目のコーチが抱えている
問題点である。多くが大会への支援（参加
費や用具など）を挙げている。次に生徒の
練習への意欲が足りないところ、さらに自
分の研修する機会を与えてほしいとであっ
た。
（3）今後の課題
以下の内容が今後の課題として挙げられ
る。
① 学校の設備はほぼ完備しているが、保健
室等の医療施設がなく、生徒の健康や怪
我などの対応できる施設が必要である。
② 文化教育の教育課程では道徳教育や美
育（美による教育）が開設されていなく、
心身の調和のとれた選手の育成にはこの
導入が急務であろう。また、日本の武道
での礼節や行動様式も参考にすべきであ
る。
③ 大会出場へは生徒の自己負担になってい
る現状であり、全国大会への助成制度等
が望まれる。
④生徒募集（スカウト活動）
　 コーチによる生徒募集が厳しい現状から
生徒募集室の設置と青少年学校主催のス
ポーツイベントや年齢の低い児童から指
導も必要である。
Ⅴ．結語
本研究の目的は、中国における青少年の
スポーツ選手育成を把握するため、青海省
青少年体育学校の実態から課題を明らかに
し、青少年の選手育成のシステム向上の一
助にすることであった。
青海省青少年体育学校は、いわば原石の
発掘と初歩段階の指導、さらに育成システ
ムの中間段階のチームへの輩出が主な役割
である。しかし、才能のある生徒を指導し
てもその活躍の場である大会等への出場の
機会が少ないことや専門チームへ進む生徒
が少ないなどの問題がある。また、青少年
学校の指導者については国・省の専門チー
ムで活躍した選手出身者が多く、青少年の
大切な段階での育成を考える時、経験則も
大切であるが指導者を養成するシステム作
りも必須と考える。
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